（様式１）
	事務局記入欄

	受付日
	平成２１年　　月　　日

	ﾌﾟﾗｻﾞ･ｻﾃﾗｲﾄ
	
	受付番号
	


独立行政法人科学技術振興機構
イノベーション推進本部　
副本部長（産学連携事業担当）　小原　満穂　殿
重点地域研究開発推進プログラム（育成研究）申請書

標記に係る募集要項を了解のうえ、下記のとおり申請します。　　平成２１年　　月　　日

	課題

名称
	

	中核研究機関（大学等）
	機関名
	

	
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

機関代表者
	
	役職
	

	
	
	
	
	

	
	所在地
	〒

	
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

代表研究者
	
	部署・

役職
	

	
	
	
	
	

	
	代表研究者

連絡先
	〒
TEL／FAX：

E-mail：

	
	代表研究者

経歴
	生年・学歴・職歴・研究歴について記入してください。



	
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

契約事務

担当者
	
	部署・

役職
	

	
	
	
	
	

	
	契約事務

担当者

連絡先
	〒
TEL／FAX：

E-mail：

	
	府省共通研究開発管理

システム(e-Rad) ID
	研究者番号（代表研究者）(8桁)：

研究機関番号(10桁)：

	
	実施状況

報告書提出日
	□提出済（平成　年　月　日提出）

□未提出


（共同研究企業数に応じて本表をコピーして追加してください。）
	共同研究企業
	機関名
	

	
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

機関代表者
	
	役職
	

	
	
	
	
	

	
	本社所在地
	〒
URL：

	
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

主たる参加研究者
	
	部署・

役職
	

	
	
	
	
	

	
	主たる参加研究者

連絡先
	〒
TEL／FAX：

E-mail：


（共同研究機関数に応じて本表をコピーして追加してください。）
	共同研究機関
	機関名
	

	
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

機関代表者
	
	役職
	

	
	
	
	
	

	
	所在地
	〒

	
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

主たる参加研究者
	
	部署・

役職
	

	
	
	
	
	

	
	主たる参加研究者

連絡先
	〒
TEL／FAX：

E-mail：


(※)主分野・副分野については別表１(要項p52)を参照して、コードと研究区分を記入してください。

キーワードについては、別表２(要項p53，p54)を参照して、コードとキーワードを記入してください。
	課題の

技術分野(※)
	主分野（１個）
	

	
	副分野（１～３個）
	

	
	キーワード（１～５個）
	

	応募情報の利用について
採択時には、研究要旨をホームページ等で公開するため、特許等に支障がない範囲での研究要旨を２００字程度でご記入ください。

また、採否に関係なく同意いただいた応募課題に限り、研究課題名、代表研究者氏名、所属機関名、及び研究要旨を、他の公募事業や企業への橋渡しを目的としたＪＳＴのコーディネート活動のためのデータとして登録し、各研究機関・企業へ紹介させていただきます。同意される場合は下記にチェックを入れてください。

	研究要旨（公開用）200字程度



	応募情報の利用について　　　□同意する　　□同意しない

（該当箇所を■に変更してください。）


	課　題
名　称
	もう一度記入してください。

	１．企業化しようとする技術・製品の概要
具体的な製品像、製品の用途、核となる技術上のポイント（特許請求項の内容等）、本技術の類似

技術に対する優位性（技術的項目など）、類似製品との差別化（機能、コストなど）などについて４００字程度で、簡潔かつ客観的にまとめてください。


	２．本研究期間中の目標の概要

１．を最終到達目標とした場合に本研究期間での達成目標を記入してください。



	３．企業化しようとする技術・製品の詳細内容
（１）技術・製品の内容及びその新規性・独創性・優位性

前項にある「具体的な製品像、製品の用途、核となる技術上のポイント（特許請求項の内容等）、

本技術の類似技術に対する優位性（技術的項目など）、類似製品との差別化（機能、コストなど）」等を視点として、客観的なデータ、資料を補足してご説明ください。



	（２）企業化しようとする技術・製品の周辺動向、想定される市場の動向



	４．波及効果等

（１）経済的な効果

製品の売価比較、市場競争力、売り上げ規模や市場占有率など、具体的なビジョンについて根拠も含めてご説明ください。



	（２）社会的な効果
本研究の目標が達成された場合に、一般市民等の生活に与える影響、インパクト等についてご説明ください。



	（３）企業化計画

研究期間終了後、企業化に向けた計画について、体制、項目、期間、企業化のタイミングなどを加味してご説明ください（終了後３年間は、特に詳細にご説明ください）。




	５．研究計画
（１）具体的な研究の進め方　
 ① 解決すべき技術課題、達成すべき数値レベル

本研究において指標となるべき性能指標と、その現状値、改善の課題、年度毎の目標値などをご説明ください（複数可）。


	　② 技術課題解決のための具体的な手段、方法及びその内容
前記指標に直接結びつく検討項目とその手法など、具体的に行う作業内容とその目的、有効性について記入してください（①とあわせて、具体的なイメージがつかめないと評価できないため、客観的な説明をお願いします）。




③ 研究期間：平成２２年４月～平成　　年　　月（最長で平成２５年３月まで）
	研究項目
	H22/4 　H22/10 　　H23/4    　 H23/10　　　H24/4　　　H24/10　　H25/3 

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


④ 実施体制

本研究に参加する大学等・企業及び研究者等のそれぞれの役割分担や相互関係を分かりやすく図示した形で記述してください。
⑤ 参加研究者

氏名欄に、代表研究者には◎印、各共同研究機関・企業において研究を中心的に進める研究者（主たる参加研究者：各1名）には○印をつけてください。
	氏　名
	所属・役職
	研究実施場所
	期間
	研究項目
	ｴﾌｫｰﾄ(※)

	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	
	％


(※)エフォート：参加研究者の年間の全仕事時間（研究、教育、医療活動等を含む）を100％とした場合、本研究に必要となる時間の配分率（％）。

（２）所要経費
①全体

委託研究費を受ける大学等・企業について、機関毎に記載してください。
記入の際、中核研究機関に共同研究機関等への再委託費を含めないでください。

研究期間が2年間の場合には、平成24年度の列は削除してください。
（単位：千円）
	委託研究費
	機関名
	平成22年度
	平成23年度
	平成24年度
	計

	直接経費
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	間接経費
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	総計（直接経費＋間接経費）
	
	
	
	


②研究機関別詳細
研究機関・企業毎に所要経費の詳細を記入してください。必要に応じ、表を追加してください。

研究期間が2年間の場合には、平成24年度の列は削除してください。
研究機関名：　　　　　　　　　　　　　　
（単位：千円）

	　
	品目／内容
	平成22年度
	平成23年度
	平成24年度
	合計

	直接経費
	物品費
	
	
	
	

	
	(主な内訳)
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	旅費
	
	
	
	

	
	(主な内訳)
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	謝金等
	
	
	
	

	
	(主な内訳)
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	
	(主な内訳)
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	小　計
	
	
	
	

	間接経費（直接経費の　　　％）
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


	６．これまでの研究・調査経緯
特許・論文等については、様式２「特許・参考文献等リスト」、公的機関の研究助成あるいは補助金については様式３「公的機関の研究助成・補助金等リスト」へ記入してください。

（１）研究実施状況及び成果



	（２）提案者間の協力関係



	７．研究実施場所

（本研究のために利用する大学等、共同研究企業の研究室について、希望する場所、理由、利用構想や空き状況等を記載してください。プラザが所管する地域においては、プラザ研究室を利用することも可能です。）



	８．予定している特殊実験とその実施場所
研究期間中に、法令・省令・倫理指針等が定められている研究・実験を予定している場合は記入してください（該当する項目を■に変更してください。）
□特定胚を取り扱う研究　　　　□ヒトＥＳ細胞の研究　　　　□ヒトゲノム・遺伝子解析研究

□遺伝子治療臨床研究　　　　　□疫学研究　　　　　　　　　□臨床研究
□医薬品の臨床試験　　　　　　□遺伝子組換え実験　　　　　□動物実験

□その他（　　　　　　　　）

上記に該当がある場合、研究・実験毎に、その実施場所と関連法令等に沿った措置がなされているか、また実施場所に対する申請手続の状況等について記載してください。



（様式２）

特許・参考文献等リスト

1． 特許等（原権利）
企業化に必要な特許等（原権利）を記入してください（出願準備中を含む）。

	整理
番号
	発明の名称
	出願番号
（出願年月日）
	出願人
	発明者
	登録番号
	ライセンスの可否等(※)

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


(※)共同研究企業等が企業化する際のライセンスの可否を記入してください。また、他の企業等に対してライセンスされている場合はその情報も記入してください。

２．参考文献等

　応募課題に関連する論文・学会発表のうち代表的なものを記入してください。
	（１）論文



	（２）学会発表




（様式３）

公的機関の研究助成・補助金等リスト
	省庁・自治体・
機関名
	事業・制度
の名称
	申請者
（ｴﾌｫｰﾄ※）
	課題名
	研究
期間
	金額
（千円）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


代表研究者、共同研究機関・企業の主たる参加研究者について記入してください。

現在受けているものの他、本年度中に申請予定、現在申請中、過去3年以内に受けたものを含め、公的研究助成、補助金等は全て記入してください。

申請予定・申請中の場合は、金額の欄に「申請予定」「申請中」と付記してください。
(※)エフォート：参加研究者の年間の全仕事時間（研究、教育、医療活動等を含む）を100％とした場合、本研究に必要となる時間の配分率（％）
（様式４）

関連する他者の特許・参考文献等リスト

1． 他者の特許等
	整理
番号
	発明の名称
	出願番号
（出願年月日）
	出願人
	発明者
	登録番号

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


２．参考文献等
	（１）論文



	（２）学会発表





















































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ14／14）

